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特定相談支援事業所 青明舎 森氏・橋本氏 参加
＜連絡事項＞
特記事項無し
＜新患予約状況・入院予定＞　

※WIZスケジュール内での確認となります。
＜医師のスケジュール確認＞　

診察日、休診日
・塩谷Dr：10/23・30、111/20、27


・垂水Dr： 11/6休診
・今川Dr： 10/28、11/11・25診察

・東海林Dr：10/20、11/17診察

・深澤Dr：11/2・9・14・21、1/11、2/1、223/7、14休診　
・小柳Dr：1/4休診

・村上Dr：12/13休診
・金Dr：11/6、20休診
＜通所・五福への導入・利用を開始したいケースの確認＞

五福
・石黒　信博様～初回訪問：10/27(金) 指示書作成お願いします。
・寺井　恵理子様～初回訪問日調整中。指示書作成お願いします。
通所
・中林　かおり様～日赤病院通院中　39歳　女性　摂食障害,クレプトマニア　南部町在住

2回目の体験利用実施している。週5回のデイケア利用を希望し、いずれは就労も考えているとの事。デイケア体験利用中は緊張している様子無く、穏やかに終日過ごされている。利用するかどうかは主治医や母様と検討し、決まり次第電話連絡をいただく事としている。

・小杉　朋央様～当院通院　男性　36歳　統合失調症　柞木田Dr

利用目的は「自宅に籠ってしまうと過去の嫌な事を考えてしまうため、考えないように日中の活動場所として」との事。本人様の意向としては週3回午前中のショートケアを希望されている。10/16（月）の午前中に1回目の体験利用を行い、正式利用の意向聞かれている。

・水梨　心優様～当院通院　女性　17歳　注意欠陥多動障害　田名部Dr

　　　　　　　　現在は高校に通学できなくなり休学処置を取っている。学校に通学できなくなった頃から、生活の乱れがあるという。母の勧めで本人も同意し、規則正しい生活リズムを付ける事や発達障害の疾病教室に興味を持ち週1回の利用を希望。体験利用実施し、正式利用の意向聞かれている。
・我満　望様～当院通院中　25歳　女性　アスペルガー症候群　柞木田Dr

10/6見学実施している。次回の外来受診前に体験利用したいとの希望があり、10/16（月）午前中の体験利用実施。次回10/20（金）午後から体験利用予定。
・玉谷　幸博様～十和田済生会病院通院中　60歳　男性　反復性うつ病

精神障害者生活訓練施設入所中（十和田市）

こころすこやか財団グループホームスタッフより、グループホームと共にデイケアも一緒に体験利用の希望があり、日程調整し、10/13（金）体験利用実施。正式にＧＨ・デイケアの利用を決めたいと話が有り、今後の施設入所に合わせて利用開始予定。外来も当院へ転院を予定している。
・藤森　友哉様～八戸市民病院通院中　17歳　男性　解体型統合失調症

7月24日デイケア見学後、自宅へ退院したが日中活動利用せず経過。以前利用していた市民病院デイケアは、櫛引の自宅から遠く通所困難であるため青陽館利用を検討したいとの事で、お母様から体験利用希望の連絡あり。10月16日（月）10：00から午前中の体験利用実施。次回、10/23（月）2回目の体験利用予定。
＜連絡事項＞
■外来より
・11/1よりインフルエンザ予防接種開始
■五福より
・風間教充様：状態不安定。警察介入を2回程受けている。保健所の訪問再開となる。
・上川原豊様：～先週、状態不安定であったが、現在、被害関係妄想は背景化。
・鈴木和則様：10/17(火)、初回訪問。訪看受け入れ良好。今後、毎週訪問とする。
・寺井恵理子様：来週中(～10/27)に自宅退院予定。初回訪問日調整中。
・みちのく記念病院より医療観察法対象者の新規依頼あり。
■通所より
・10/27（金）デイケア説明会実施予定
■特定相談支援事業所 青明舎より
・東海林康之様：精神状態の動揺性や抑うつ気分が顕在。就労事業所に通えていない。
・関　秀治様：精神科D.C利用に消極的様子。意欲減退・関心低下等の陰性症状が顕在?
事例検討会
坂本　健治様(S54.4.22)44歳・男性・統合失調症
使用中の社会資源：ここすこGH入所中・青南病院外来の通院・地域生活支援センター「青明舎」・就労継続支援B型事業所「柿の木苑」・訪問看護「五福」
経過
・高校中退後、引きこもりがちな生活、家庭内での暴力・破壊行為

・H16年（本人25歳）幻聴・被害妄想が出現

　　　　　　　→さらに無為・自閉傾向、不潔傾向、希死念慮、独語、不眠が出現

・H17年1月　妄想に左右され企図行為（過量服薬、刃物による自傷行為）あり、三 戸中央

　　　　　　　病院へ救急搬送→医療保護入院

・H17年6月　自宅退院後も無為・自閉は顕著にあり。幻覚・妄想の再燃もみられが、薬剤

　　　　　　　調整にて自宅療養を継続

・H21年頃　　近隣住民への被害妄想が出現

・H24年6月　関係妄想により隣人へ脅迫行為あり警察介入を受け、当院へ医療保護入院

・H25年3月　退院後、生活訓練施設「青山荘」への入所を経て、H27年9月グループホーム

　　　　　　「あおみ」へ入居。当院への通院、地域生活支援センター「青明舎」、就労

　　　　　　　継続支援B型事業所「柿の木苑」、訪問看護ステーション「五福」の利用を

　　　　　　　開始。

・R1年5月　　突然の行方不明、発見後当院3回目任意入院

・R1年6月　　退院後グループホーム「あおみ」（現在のここすこGH）へ再入所。以後、当院

　　　　　　　への通院・服薬、地域生活支援センター「青明舎」、就労継続支援B型事業所

　　　　　　　「柿の木苑」、訪問看護の利用を継続
9/23ここすこGH　村井氏より連絡。

前日の発行されているデーリー東北に、『引きこもりの人に対して強制的な介入を行う』
というような記事を本人が読み、過去の入院の記憶が蘇り(両親に強制的に入院させられた
などと本人は話している)、昨日苛々感が強まり自室内で叫ぶ等の様子が見られている。世
話人も昨日夜に臨時で訪問したが、やはり過去の事を思い出し感情的となっている様子あ
り。本日朝には本人からは少し落ち着いたとの話があったが、他入居者からは「大きな声
が聞こえた」との話もあり、おそらく落ち着かなさは持続。来週以降の様子も確認し、必
要時には苛々を抑えるための頓服薬の処方について本人に促す予定とのこと。
9/27定期受診。

GH世話人より最近の情報提供あり、定期薬の薬剤調整についても打診があったが、主治医
としてはこれまでの治療経過の中で既に十分な量の薬剤は処方しており、そもそも確実な
服薬ができているのか確認が必要とのことで、GHへも確実な服薬ができるような支援を検
討していただくよう指示あり。

また、診察内ではデポ剤についても主治医より本人へ提案している。診察の場では一度断
られるが、診察後本人より看護師へ「突然言われたことで戸惑って断ってしまったが、ど
ういうものか知りたい」と話しかけあり。“お薬の剤型選択について”のパンフレットを
使用して本人へ説明しており、「帰って考えてみて、次回の診察でもう一度主治医と相談
したい」とのこと。

～意見～
・本人の経過・言動を踏まえると服薬アドヒアランスは良好と思われる。
・LAI使用に関して「仕事を続ける為にも」「いずれ一般就労を目指して上でも」等、
具体的目標を掲げ、有用性を説明する事で導入に繋がる可能性もある。
・本人はLAI使用に拒否を示した場合?　治療的関係性維持の為、無理に勧める事はしない。
・本人にとって「働いている事」はアイデンティティの一つ。
「普通」でありたい、という思いが強い為、病識はあるが、(病的体験の)否認は強い。

